
 

0

1

2

3

4

ゴ
ム
製
品

輸
送
用
機
械

飲
料
・
飼
料
等

鉄
鋼
業

情
報
通
信
機
械

電
気
機
械

窯
業
・
土
石

化
学
工
業

木
材
・
木
製
品

紙
・
紙
加
工
品

電
子
・
デ
バ
イ
ス

非
鉄
金
属

そ
の
他

繊
維
工
業

食
料
品

家
具
・
装
備
品

一
般
機
械

石
油
・
石
炭

金
属
製
品

精
密
機
械

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

衣
服
・
そ
の
他

印
刷
・
同
関
連
業

皮
革
・
同
製
品

全産業都平均

　　＝7,294.8㎡

万㎡

11  リ ー ス 契 約 額 及 び 支 払 額 (従 業 者 30人 以 上 ) 

＊ リース契約額は380億円で、前年と比較すると33億円(9.5％)増加 

＊ リース支払額は、545億円で44億円(8.7％)増加 

リース契約額を産業別にみると、｢電子・デバイス｣が129億円(構成比33.8％)で最も多く、次

いで｢輸送用機械｣が63億円(同16.7％)となっている。 

リース支払額を産業別にみると、｢印刷・同関連業｣が127億円(同23.3％)で最も多く、次いで 

｢電子・デバイス｣が125億円(同23.0％)となっている。 

 (付表11) 

12 工 業 用 地 及 び 工 業 用 水 (従 業 者 30人 以 上 ) 

＊ 工業用地(敷地面積)は、1238万㎡で前年と比べ19万㎡(△1.5％)減少 

＊ 工業用水(総用水量)は、58万㎥/日で前年と比べ３万㎥/日(△5.1％)減少 

(1) 工業用地 

ア 産業別の状況 

敷地面積を産業別にみると､｢輸送用機械｣が215万㎡(構成比17.3％)で最も大きく､次いで 

「電気機械｣が145万㎡(同11.7％)、｢食料品｣が115万㎡(同9.3％)となっている。 

１事業所当たり敷地面積は｢ゴム製品｣が3.2万㎡で最も大きく、次いで｢輸送用機械｣が 

3.2万㎡となっている。  

(図28、付表12・13) 

イ 区市町村別の状況 

区市町村別にみると、羽村市が127万㎡(構成比10.3％)で最も大きく、次いで、府中市が 

113万㎡(同9.1％)、日野市が89万㎡(同7.2％)となっている。  

(表6) 

 

図28 産業中分類別１事業所当たり敷地面積(従業者30人以上) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29



 

   0

  1 000

  2 000

  3 000

  4 000

  5 000

鉄
鋼
業

ゴ
ム
製
品

輸
送
用
機
械

紙
・
紙
加
工
品

飲
料
・
飼
料
等

情
報
通
信
機
械

食
料
品

窯
業
・
土
石

化
学
工
業

電
子
・
デ
バ
イ
ス

非
鉄
金
属

金
属
製
品

そ
の
他

木
材
・
木
製
品

電
気
機
械

石
油
・
石
炭

繊
維
工
業

印
刷
・
同
関
連
業

精
密
機
械

一
般
機
械

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

皮
革
・
同
製
品

家
具
・
装
備
品

衣
服
・
そ
の
他

㎥/日

　全産業都平均
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製品処理用水・

洗浄用水

28.8

(2) 工業用水 

ア 産業別の状況 

総用水量を産業別にみると、｢輸送用機械｣が16万㎥/日(構成比26.9％)で最も多く、次いで 

｢鉄鋼業｣が11万㎥/日(同18.8％)、｢紙・紙加工品｣が８万㎥/日(同13.7％)、｢食料品｣が 

７万㎥/日(同 )となっている。 

１事業所当たり総用水量は、｢鉄鋼業｣が4768㎥/日で最も多く、次いで｢ゴム製品｣が 

3356㎥/日、｢輸送用機械｣が2311㎥/日となっている。 

(図29、付表12・13) 

  イ 淡水総用水量の状況 

淡水用水量を水源別にみると、｢回収水｣が43万㎥/日(構成比73.9％)で最も多く、次いで｢井 

戸水｣が６万㎥/日(同9.9％)、｢上水道｣が４万㎥/日(同7.1％)となっている。 

また、用途別にみると、｢冷却用水･温調用水｣が36万㎥/日(同62.4％)で最も多く、次いで 

｢製品処理用水･洗浄用水｣が17万㎥/日(同28.8％)、｢その他｣が４万㎥/日(同6.2％)となってい 

る。 

(図30・31、表7) 

図29 産業中分類別１事業所当たり工業用水使用量(総用水量) 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図30 淡水水源別用水量の構成比 

(従業者30人以上) 

図31 淡水用途別用水量の構成比 

(従業者30人以上) 
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11.4％



 

平　成　18　年

実　数 構成比 前年比 実　数 構成比

ｍ
3
/日 ％ ％ ｍ

3
/日 ％

  583 872 100.0 94.9   615 020 100.0

工 業 用 水 道   19 253 3.3 89.6   21 490 3.5

上 水 道   41 723 7.1 90.9   45 908 7.5

井 戸 水   57 718 9.9 81.2   71 070 11.6

そ の 他 の 淡 水   33 519 5.7 100.0   33 511 5.4

回 収 水   431 659 73.9 97.4   443 041 72.0

ボ イ ラ 用 水   8 127 1.4 86.8   9 365 1.5

原 料 用 水   7 538 1.3 35.8   21 038 3.4

製品処理用水・洗浄用水   167 974 28.8 97.6   172 170 28.0

冷 却 用 水 ・ 温 調 用 水   364 063 62.4 97.8   372 304 60.5

そ の 他   36 170 6.2 90.1   40 143 6.5

用
 

途
 

別

水

源

別

項　　　　目

淡 水 用 水 量

平　成　19　年

表6 区市町村別事業所敷地面積(従業者30人以上) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表7 水源別及び用途別淡水用水量(従業者30人以上) 
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